


日生劇場が持つ建築遺産と文化遺産を増築計画により発展させる。

その際、既存物(existing)と介入物(intervention)と増築物(annex)の関係から建築

 
を異化させ、既存物の価値を顕在化する共に、今という時代を刻印していくこ

 
とはできないだろうか。
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Site: 有楽町1丁目1番地
Planner :  千代田区
Site area:  8100㎡
Existing area: 3840㎡
Floor Area Ratio: 800%
Use district:  商業地域
Function: 日生劇場＋
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1 日生劇場
2 増築敷地
3 宝塚劇場
4 帝国劇場
5 日比谷公園
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文化施設への階高の適応
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